
　「第58回金婚夫婦表彰式」（熊本日日新聞社巡回表彰）が９月７
日に町文化ホールで行われ、今年めでたく金婚を迎えた37組の夫
婦が表彰されました。式は、髙
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太鼓と民謡で幕を開け、家入町長が「二人の固い愛の絆を大切に
して、健康第一でこれからも仲むつまじく頑張ってください」と
あいさつしました。代表して簗
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瀬
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こ

さん夫婦（大
津）に、同社の表彰状と記念品が贈られました。また、町からも
代表の江
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た。最後に、表彰者を代表して吉
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こ

さん（杉水）が
「なるべくこれからも介護保険に頼らない健康で長生きを心がけ
ていきたい」とお礼を述べられました。
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金婚おめでとうございます

37通りの50年がある―金婚夫婦37組

助け合って　共に歩んだ50年
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第58回金婚夫婦表彰式

表彰を受ける簗瀬善吾さんと惠美子さん

錦野・迫井手・大菊土地改良区合併予備契約調印式

連携を強くするために

　大津がんばるマルシェが９月11日にオークス駐車場
で開催されました。
　昨年まで朝市として行っていたものを平成28年熊本
地震後にパワーアップさせ、町の復興のために、肥後お
おづ観光協会や地域おこし協力隊が協力し、隔月で開催
しています。新鮮な食材やグルメの他にスタンプラリー
もあり、楽しく買い物する姿や家族で来場する姿が見ら
れました。

大津がんばるマルシェ！～朝市＆フリマ～

　錦野・迫井手・大菊の土地改良区は、８月31日に大菊
土地改良区（陣内）で12月の合併に向けた予備契約を交
わしました。 合併後の新しい名称は「おおきく土地改
良区」を予定しています。大菊土地改良区後藤副理事長
から「熊本地震によって周辺地域も大きな被害を受けた
中で皆さんの努力のおかげで合併予備契約調印式を迎
えることができました。12月の合併にむけて、頑張り
ましょう」とあいさつがありました。

前列左から迫井手土地改良区緒
お

方
がた

理事長、大菊土地改良区家入理
事長、後

ご
藤
とう

副理事長、錦野改良区栗
くり

木
き

理事長
マルシェには子どもたちが喜ぶ仕掛けがいっぱい

オハナシマンも登場！

少しずつ元気に！明るく盛り上げ隊！

熊本県赤十字血液センターと大津町から授与された盾を持つ
土
ど

肥
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雄
ゆう

一
いち

工場長㊧と本
ほん

郷
ごう

邦
くに

之
ゆき

住民福祉部長㊨

多年にわたる功績に敬意を表して
第52回献血運動推進大会で銀色有功章

　東京都で７月７日に行われた「第52回献血運動推進
全国大会」で富士精工株式会社熊本工場（室）が、15年
以上継続的に献血に協力し、献血の推進活動に功労した
団体として、銀色有功章を授与されました。盾授与式は
９月21日に同社において行われました。同社は、昭和
61年から社員を対象とした献血協力を行い、年に２回
献血の機会を継続的に設けています。土

ど
肥
ひ

雄
ゆう

一
いち

工場長
は、「自発的に何事も取り組む環境づくりができている」
と話していました。

　病気やけがの治療のため、国内では毎日約
3,000人もの患者が輸血を受けています。
　しかし、輸血に必要な血液製剤は人工的に
造れず、長期間の保存もできないため、年間
を通じた継続的な献血へのご協力が不可欠で
す。さらに少子高齢化の影響や若い世代の献
血者が減少傾向にあり、将来、献血者約85万
人分の血液が不足するおそれがあるといわれ
ています。献血は身近にあるボランティアで
す。これからも多くの皆さんのご理解とご協
力をお願いします。

授与式当日に実施されていた献血でも、従業員約150名のうち
半数以上が積極的に献血に取り組んでいました

献血へのご協力をお願いします
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ろ
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